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２０１４年３月期 第１四半期「連結業績」について

当第１四半期は前年同期と比べ増収減益。

［売上高］

前期比プラス３８．４％の４３４億９，８００万円。

タラリスグループ買収に伴い海外市場が大幅な増収になったことに加え、金融市場、

流通・交通市場が順調に推移。

［利益］

営業利益は、前年同期比マイナス３９．５％の８億５，４００万円。

タラリスグループ買収に伴うのれん等の償却費負担が要因。

経常利益は、前年同期比プラス１．６％の１６億８，４００万円。為替差益等が要因。

四半期純利益は、前年同期比マイナス９２．７％の６，７００万円。

海外子会社の再編に伴う特別損失を計上したことが要因。
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前期と当期の「セグメント別売上高の変動要因」について

当第１四半期は前年同期比１２０億６００万円の増収。

［売上高減少セグメント］

遊技市場・・・前年同期比マイナス８億５，０００万円。

その他・・・前年同期比マイナス２億１００万円。

［売上高増加セグメント］

金融市場・・・前年同期比プラス４億２,８００万円。

流通・交通市場・・・前年同期比プラス８億５，６００万円。

海外市場・・・前年同期比プラス１１８億２，７００万円。
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前期と当期の「営業利益の変動要因」について

当第１四半期は前年同期比５億５，７００万円の減益。

［主な増加要因］

売上高の増加による影響４５億９,０００万円。

原価率ダウン（前年同期比マイナス２．４ポイント）効果１０億７，１００万円。

［減益要因］

販管費増加による影響６２億１,８００万円。
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「セグメント別の業績」について

［セグメント別売上高］

金融市場、流通・交通市場、海外市場で前年同期比プラス。

［セグメント別営業利益］

前年同期比プラスのセグメント・・・流通・交通市場、遊技市場

前年同期比マイナスのセグメント・・・金融市場、海外市場、その他
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「金融市場」について

［販売動向］

オープン出納システムの販売は、前年同期比プラス。

窓口用「紙幣硬貨入出金機」の販売も、前年同期比プラス。

［売上高］

前年同期比プラス５．８％の７８億５,８００万円。

［営業利益］

開発投資等の増加により、７,６００万円の営業損失。
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「流通・交通市場」について

［販売動向］

レジつり銭機は前年同期比プラス。

流通市場向けの紙幣両替機の販売も順調に推移。

［売上高］

前年同期比プラス１３．５％の７１億９,７００万円。

［営業利益］

前年同期比プラス３０．６％の９億５,１００万円。
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「遊技市場」について

［販売動向］

カードシステム等の販売は前年同期比マイナス。

［売上高］

前年同期比マイナス１３．７％の５３億６,４００万円。

［営業利益］

前年同期比プラス９．４％の４億４,４００万円。
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「海外市場」について

［販売動向］

紙幣入金整理機の販売は前年同期比プラス。

タラリスグループの販売が加わり、販売は大幅に増加。

［売上高］

前年同期比プラス１５０．２％の１９７億円。

［営業利益］

タラリスグループ買収に伴うのれん等の償却費負担により、１億７,０００万円の営業損

失。
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海外「地域別売上高」について

［米州］

米国で窓口用「紙幣入出金機」等の販売が順調。

［欧州］

窓口用「紙幣入出金機」や、紙幣整理機等の販売が順調。

［アジア］

中国で「記番号対応の義務化」に適合した、紙幣整理機の販売が好調。
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「その他」について

［販売動向］

券売機の販売は前年同期比プラス。

たばこ販売機やＯＥＭ商品の公営競馬場向け当選金払出ユニット等の販売はマイナス。

［売上高］

前年同期比マイナス５．６％の３３億７,６００万円。

［営業利益］

２億９,３００万円の営業損失。
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「設備投資等」について

設備投資額は、１３億６,９００万円、

減価償却費は、２３億１,５００万円、

研究開発投資額は、３１億５００万円で推移。



13

「連結損益計算書」について

［営業利益］

前年同期比マイナス３９．５％の８億５，４００万円。

売上原価率は前年同期比２．４％ダウン。

販管費率は前期同期比５．０％アップ。

［経常利益］

前年同期比プラス１．６％の１６億８，４００万円。

営業外損益に為替差益６億４００万円を計上。

［四半期純利益］

前年同期比マイナス９２．７％の６，７００万円。

特別損益に海外子会社の再編に伴う費用など６億９,７００万円を計上。

［四半期包括利益］

前年同期比プラス４９０．８％の３８億７，０００万円。

少数株主損益調整前四半期純利益２億１００万円。

その他の包括利益３６億６，９００万円。
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「２０１４年３月期の通期業績予想」について

前回公表値から変更無し。

［売上高］

前期比プラス４．７％の２,０００億円。

［営業利益］

前期比プラス１０．７％の１６０億円。

［経常利益］

前期比プラス９．５％の１５０億円。

［当期純利益］

前期比プラス２３．７％の８５億円。



セグメント別の売上高・営業利益の予想について

海外市場を除いたセグメントの第２四半期累計期間の営業利益を見直し。

第２四半期累計期間セグメント別営業利益

［金融市場］

営業利益 ２０億円→１８億円

［流通・交通市場］

営業利益 １４億円→１６億円

［遊技市場］

営業利益 ３億円→５億円

［その他］

営業損失 ２億円

これに伴い通期予想も修正。
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